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「第四次狛江市子ども読書活動推進計画」

パブリックコメント及び市民説明会の実施結果について

１．実施概要

実施期間 令和４年２月１日（火）から令和４年３月３日（木）まで

公表方法 広報こまえ（２月１日号）、市ホームページ、図書館窓口

提出方法 書面提出、郵送、ＦＡＸ、電子メール、市ＨＰ専用フォーム

対象者 市内在住、在学、在勤者

２．意見等件数

提出者数：９名

提出件数：13 件 （書面提出９件、電子メール３件、ＨＰフォーム１件）

※意見等及び市の取扱方針は下記４のとおり

※計画の変更点は下線部分のとおり

３．市民説明会の開催結果

２月６日（日）午後２時 中央公民館地下ホール 参加者３名

２月８日（火）午後７時 防災センター４階会議室 参加者５名

※寄せられた本計画への主な意見等及び回答は下記５のとおり

４．パブリックコメント意見等及び市の取扱方針について

ご意見等 市の取扱方針

資料内にもあるが、コロナ影響以外で

もライフスタイルの変化に追従した機会

の提供・同様に周知活動や方法に更に一

考の余地ありと感じる。

手間や時間的な制約のある中で、効率

の良い手法の模索は必要と思う。

一方、「紙の本」に触れる機会を喪失さ

せない工夫もあるとよい。

公共施設の一角に絵本コーナー的なブ

ースの設置などにとどまらず、声優の読

み聞かせや作者との接点や読み方の研究

などから派生する機会の創出や、例えば

中高部活の延長で幼小学校ほの読み聞か

せ体験など、イベント要素も含んだもの

【P.6】第２章４「子どもの読書環境を

取り巻く環境変化への対応」にも記載し

ているとおり、子どもたちの興味関心に

寄り添いながら読書推進のアプローチに

取り組むことが必要であると捉えていま

す。

【P.24】第４章５（４）説明文中に、「よ

り子どもたちの興味関心に寄り添った形

での行事イベントや講座等の実施を工夫

する」旨を追記するとともに、「（ウ）先進

的事例等の情報収集に努め、各施設の取

組とも連携し、より子どもたちの読書意

欲を喚起する取組を検討する」旨を追記

しました。
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はどうだろうか。 ご意見を参考にさせていただき、逐次

必要な対策の検討と実施に取り組みま

す。

図書館や保育園・学校などで、子どもや

親の読書活動推進の為に、様々なとり組

みをしていることを知りました。

おすすめの本が、実際に手にとれる、す

ぐに借りられるようになっていると、何

を読んだら良いかわからない、ゆっくり

選ぶ時間がない子どもには良いと思いま

した。絵本読み聞かせのグループとして

は（コロナ禍では難しいのでしょうが）保

育園・学校などでの読み聞かせの機会が

できれば嬉しいです。

【P.13】第４章１（１）⑤（ア）等にも

記載のとおり、現在図書館では推薦図書

リストに掲載された本を展示し、すぐに

借りられるコーナーを設置しています。

また、【P.18】第４章２（２）①（ウ）に

記載の取組等を進め、より子どもたちの

身近な場所に本を充実させるよう努めま

す。

また、【P.23】第４章４（１）に記載の

とおり、地域の中で活動いただいている

団体の把握に努め、子ども関連施設に情

報が届く仕組みを検討します。

「りぷりんと・狛江かわせみ」という絵

本読み聞かせシニアボランティアのメン

バーです。子どもたちが絵本の楽しさや

作者の思いを感じ、豊かな心を育むとと

もに、世代間の交流もできたらと思って

活動しています。

「子ども読書活動推進計画」のポイント

に「家庭、地域、学校等との連携による行

政と市民との協働」が掲げられているこ

とは、とても大切なことと思います。各学

校や図書館等でさまざまな意欲的な取り

組みが行われていると思いますが、私た

ちに何かお手伝いできることがあればと

思っています。

地域の皆様、ご家庭や各施設と連携し

て、市民の皆様のご協力の下、子どもの読

書活動を推進することは重要なことであ

ると考えています。

【P.23】第４章４（１）に記載のとおり、

地域で活動するおはなしグループ、ボラ

ンティア団体との連携を進めていきます

ので、ご協力をいただきますようお願い

します。

図書館バーコードラベル貼付位置につ

いて

作者を敬う気持ちが損なわれていると

感じます。一冊の本が多くの手により作

られ、その本を大事に扱うことを言葉だ

けでなく繋げてほしいと思います。

図書に貼付する資料バーコードにつき

ましては、複数の施設で効率的に読み取

り処理ができるよう貼付する位置を定め

ています。今後の取り扱いを検討する際

の参考とさせていただきます。

団体貸出について 団体貸出につきましては、一般の利用
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輪読のために同じ絵本を２冊以上貸出

しして頂きたいです。また読んだ後観客

の子供さんとその本を再度一緒に読むこ

とは面白いと思います。

者より貸出期間が長いため、同一資料を

複数貸出することはご遠慮いただいてい

ます。【P.15】第４章１（２）⑤（ア）等

に記載のとおり、今後図書館資料の充実

に努めていきますので、その際の参考と

させていただきます。

子ども達の読書向上には、学校、家庭だ

けでなく、地域の読書環境も充実してい

ることが大事だと思います。昨年より絵

本読み聞かせの会「りぷりんと狛江かわ

せみ」に参加するようになり、中央図書館

だけではなく、地域センターの図書室も

利用するようになりました。コロナ禍と

いうこともあり、あまり利用されていな

いように感じました。もう少し落ち着い

たら地域センターでの読み聞かせなどが

できないかなと思いました。

近年図書館をはじめ各施設では新型コ

ロナウイルス感染症拡大防止等のため大

きな影響が出ています。【P.24】第４章５

（４）に記載のとおり、感染予防対策を図

りつつ利用の促進に努めるとともに、

【P.23】第４章４（４）のとおり、各施設

間での情報共有を行い、地域の中の施設

においても読書活動の推進に取り組みま

す。

また、【P.23】第４章４（１）に記載の

とおり、地域で活動するおはなしグルー

プ、ボランティア団体との連携を進めて

いきますので、ご協力をいただきますよ

うお願いします。

絵本読み聞かせで活動していますが、

このコロナかでもあり活動は限られてい

ます。

保育園、幼稚園、小学校に読み聞かせの

場所があればと思います。小さい子供達

にとって、おじいちゃん、おばあちゃんと

のふれ合いも良いと思います。

【P.23】第４章４（１）に記載のとおり、

地域の中で活動いただいている団体の把

握に努め、子ども関連施設に情報が届く

仕組みを検討します。

P.12②ブックスタート事業の継続（ア）

について

ただ単に”読み聞かせを行い”というよ

りは、実際に赤ちゃんに読み聞かせをし

つつ、赤ちゃんの反応を見ていただいて、

絵本の読み聞かせの楽しさ、大切さ、３・

４ヶ月の赤ちゃんに合う絵本の選び方な

どをお父様、お母様たちにお伝えしてい

るので、そういったことも加えていただ

【P.12】第４章１（１）②（ア）に、「絵

本を介して親子が向き合うきっかけを作

り、心触れ合うひとときとなるよう努め

ます。」と追記しました。
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けると幸いです。

P.14（キ）絵本や児童向けの電子書籍の

収集について

乳幼児の幼い脳にとって人を介さない

液晶画面で絵本を見ることは好ましくな

いと思う。ことばを発する前から紙の絵

本にさわり、大好きな人に読んでもらう

ことが子ども読書活動の大きな土台とな

ると思っている。

※「デジタルで読む脳×紙の本で読む脳」

メアリアン・ウルフ著 太田 直子訳

【P.13】第４章１（１）⑤の各項目に記

載のとおり、紙の本の充実と、それらを活

用したおはなし会等の事業実施には引き

続き取り組みますが、併せて図書館の休

館時や外出自粛が求められるような状況

下においても資料を提供することができ

る電子書籍も活用し、新しい生活様式に

対応した子どもの読書環境の整備を図り

ます。

第四次の計画に期待しています。アン

ケートも分かりやすくまとめてあり、実

践レポートでは小・中学校の取りくみが

よく分かりました。

このような図書館の活動を継続してい

くためには（計画を進めていくために

は）、新図書館計画で予定されている中央

図書館休館期間にも、子どもたちの読書

活動を止めないことが必要だと思いま

す。例えば、代替の施設での貸出しや、お

はなし会の継続をぜひ考えてほしいで

す。その間、地域センターの図書室を午前

中から開けることは最低限必要かと思い

ます。２年ものブランクは、市民の（子ど

もたちの）足を図書館から遠ざけてしま

うと思います。

【P.10】第３章のポイント「新図書館へ

の移行期間における図書館事業の継続」

に記載のとおり、休館期間においても子

ども読書活動推進事業・子ども読書啓発

事業等の関連事業を継続し、子ども読書

活動を推進していけるよう、子ども関連

施設や所管部局との一層の連携を図りま

す。

また、【P.25】第４章７に記載のとおり、

本計画の内容も踏まえて新図書館整備基

本構想の検討を進めます。

図書館以外の施設への読書への取組の

ヒアリング、子どもや未就学児のお母さ

んへのアンケ－などきめ細かい取組は貴

重だと思います。

周囲を気にせず使える（音、ベビ－カ－

など）独立したこども室を、子どもも大人

もゆったりできるスペ－スをといった声

を生かした新館建設を望みます。

ご意見を参考にさせていただき、

【P.25】第４章７に記載のとおり、本計画

の内容も踏まえて新図書館整備基本構想

の検討を進めます。

地域センター図書室に対する支援とバ 【P.10】第３章のポイント「家庭、地域、
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ックアップを強化してください。

どこに住んでいても等しいサービスが受

けられる全域サービスは重要なことで、

新館構想でも語られるネットワーク化、

具体的には各図書室への支援とバックア

ップが重要だと思います。地域センター

図書室では子どもへのサービス（利用者

の約半数）はだいじで、大人と違って子ど

もの場合、本を置いておくだけでなく、読

み聞かせやお話など職員（人）が手助けす

ることが求められます、関連施設職員の

情報共有だけでは不十分で、研修（選書、

子どもへのサ－ビス）の実施を望みます。

またおはなし会の実施回数にバラツキが

あるようで、少ない図書室には図書館が

お話のグル－プをあっせんするなど、支

援強化を望みます。

また利用者から要望のある午前中から

の開館は通年で実施を検討すべきかと思

います。

学校等の連携による行政と市民との協

働」にも記載のとおり、各機関が協力し、

地域の方々との協働により読書活動を推

進してくことが必要であると捉えていま

す。

【P.23】第４章４（４）に記載の情報共

有に加え、【P.23】第４章４（３）にも記

載のとおり、子ども関連施設や公民館・地

域センターと連携して講座や講演会を実

施し、職員の資質向上を図ります。また、

【P.23】第４章４（１）に記載のとおり、

地域の中で活動いただいている団体の把

握に努め、各図書室に情報が届く仕組み

を検討します。

電子書籍の活用は慎重に、子どもへの

サ－ビス低下をもたらさないようにして

ください。

電子書籍は来館せずに利用できる、音声

読み上げや文字の拡大といった選択肢が

広がるなどメリットは大きい。また所蔵

状況、利用状況（よく読まれる電子書籍）

からヤングアダルト向けは比較的充実し

ていますし、利用されています。

しかし所蔵状況から児童書は量的に少

ない（特に絵本）（中央図書館の構成比を

下回る）だけでなく質的にも一部に限定

されています（参加出版社が少なく、福音

館など良心的な出版社は不参加）。また上

で述べた図書館員による読み聞かせやお

話し会のような手助けも受けられませ

【P.13】第４章１（１）⑤の各項目に記

載のとおり、紙の本の充実と、それらを活

用したおはなし会等の事業実施には引き

続き取り組みますが、併せて図書館の休

館時や外出自粛が求められるような状況

下においても資料を提供することができ

る電子書籍も活用し、新しい生活様式に

対応した子どもの読書環境の整備を図り

ます。
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５．市民説明会における本計画への主な意見等及び回答について

ん。

こうした実態を踏まえ、幼児から小学

生までの子どもヘのキメ細かいサ－ビス

の継続を望みます。

ご意見等の概要 回答

選書作業に関する記載がないが、各図

書室の担当者が情報交換する機会にもな

っており、大きな意味で子ども読書活動

の推進に何らかの効果を生んでいるので

はないかとも考えられる。そうしたもの

は推進計画に載せていくべきものなの

か。

【P.23】第４章４（４）に記載のとおり、

図書関連施設職員の情報共有等の機会を

通じ、子ども読書活動の推進に取り組ん

でいきます。

６頁「４．意識調査等と課題」について、

各調査の結果分析と課題や対応策として

整理した事項は。

関連部署や施設への調査においては、

子どもの読書に対する課題について意識

の乖離している部分があると考えていま

す。今後は進捗管理・成果検証を図書館で

担うとしておりますが、そうした取組を

通じ問題意識の統一を図り、対策を推進

していきます。

市内の公立学校に通う小中学生への調

査においては、この３か月間で学校の授

業以外で読書をしたかとの設問に対し、

「読んでいない」と回答した割合が小学

６年生から中学生にかけて増加していく

傾向が見られ、その理由として「興味がな

い」という回答が最も多くなっています。

また学校の授業以外で学校図書館や公立

図書館などを利用したかどうかの設問に

ついて、「いいえ」と回答した割合が小学

５年生以上で高い数字となっており、そ

の理由として「部活動や家で過ごす」、「友

達と遊ぶ時間が多い」とする回答が突出

して多く、様々な理由で忙しくなるにつ
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れ図書館や読書から離れていく傾向が読

み取れます。学校等の施設とも連携し、紙

の書籍の充実に加えて電子媒体等も活用

し、子どもたちの興味関心に寄り添いな

がら読書推進のアプローチに取り組んで

いきます。

未就学児の保護者の方に対する調査で

は、読書に対する関心は非常に高い一方、

本を選ぶ際には本屋で探すという回答が

最も多く、また公共図書館や図書室をよ

く利用するかという設問については全体

の４割以上が「いいえ」と回答しており、

本に対する興味は高いが図書館の利用に

は結びついていないと分析しています。

特におはなし会に関しては「参加したこ

とがある」と回答している方は全体の３

割にも満たず、その理由としては「日時の

都合が合わない」、「事業のことを知らな

かった」と回答された割合が多くなって

います。おはなし会は、家庭以外での読み

聞かせを体験できる貴重な場であるだけ

でなく、また、保護者の方にとっては読み

聞かせの手法を周知する貴重な場ともな

っています。より参加していただけるよ

う行事の実施を工夫する他、引き続き効

果的な周知に取り組む必要があると考え

ています。

計画の位置付けは、狛江市の基本計画

等を踏まえて存在するとあるが、２頁の

表を見ると狛江市基本構想や狛江市教育

振興基本計画、そして個別の計画の下に

位置するということなのか。またそうし

た上位計画から抽出された課題を計画と

していると捉えればよいのか。

一方１頁には子どもの読書活動の推進

に関する法律に基づくとあるが、国の方

子どもの読書活動の推進に関する法律

には「その地域の実情を踏まえ、子どもの

読書活動の推進に関する施策を策定」す

るよう規定されています。

狛江市の基本計画、教育振興基本計画

等では、地域の課題から各施策や施策展

開の方向性を定めており、これに基づい

て本計画を定めています。
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向性に基づいて立てられたものなのか。

この３か月間で学校以外での読書を行

っていない子どもの比率が非常に高かっ

たことについて、図書館側からの理由は

どういったことが考えられるか。対策を

とるとかアプローチに取り組むとは書か

れているが、具体的にどんなことを考え

ているのかが示されてあると良いと感じ

る。

また市内公立学校に関しては連携して

いけると思うが、狛江市内には私立の学

校に通っている子も多く、また不登校に

陥っている子どもや、特別支援学校や学

級に通っている子どももいる。どの子ど

もたちにも平等に読書活動の推進に繋が

る体制づくりを目指してもらいたい。

この問題についての詳細な分析にはま

だ至っておりません。現状は情報収集に

努めており、今の子どもたちが読書に代

わって何をするようになったのか、それ

に基づいてどういう対策を行っていくの

かについては今後検討を進めますが、

【P.25】第４章６に記載のとおり、関連組

織と連携して取組の成果検証や必要な対

策を検討します。

９頁に「読書活動に関わる人材を育成

するための講習会等についても、積極的

に取り組むことが求められる」と記載さ

れているが、これは職員に対しての研修

なのか、読み聞かせ等を行っている団体

に対する研修であるのか。先ほど挙げら

れた選書に関わる研修や講習なども含ま

れるのか。

職員の他、市内で読み聞かせ等の読書

活動に携わっている方々を含め「子ども

の読書活動に関わる人材」と記載してい

ます。内容につきましては、選書等の図書

館の基本的な業務も含めて人材育成を図

ります。

狛江市の小中学校は、早くから全ての

小中学校に学校司書を配置しており、素

晴らしい取組だと思う。もっと子どもた

ちが活用できるように学校図書館を充実

させてほしい。

【P.18】第４章２（２）に記載のとおり、

引き続き学校図書館の更なる充実に取り

組みます。

読書活動実践レポートには記載がない

が、公立以外の幼稚園等との連携はある

か。

私立の施設等との連携につきまして

は、現在は団体貸出やリサイクル図書配

布のご案内等をしています。今後、更に充

実した連携ができるよう検討したいと考

えています。


